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行政 information

市
の
施
策
に
つ
い
て

　

市
が
進
め
て
い
る
36

分
野
の
施
策

を
示
し
、
効
果
が
得
ら
れ
て
い
る
も

の
、
強
化
す
べ
き
も
の
を
５
つ
選
ん

で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

効
果
が
得
ら
れ
て
い
る
と
感

じ
る
施
策

1 

観
光
の
振
興

　

最
も
高
い
評
価
を
得
た
の
は
、「
観

光
の
振
興
」
で
、
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文

化
遺
産
で
あ
る
花
輪
ば
や
し
の
Ｐ
Ｒ

に
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
や
、
道
の

駅
か
づ
の
あ
ん
と
ら
あ
や
道
の
駅
お

お
ゆ
を
中
心
に
観
光
客
で
賑
わ
っ
て

い
る
こ
と
、
映
画
「
デ
イ
ア
ン
ド
ナ

イ
ト
」
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ

た
こ
と
な
ど
が
理
由
に
挙
げ
ら
れ
ま

し
た
。

　

観
光
客
数
お
よ
び
宿
泊
客
数
は
前

年
に
比
べ
増
加
し
て
お
り
、
観
光
振

興
の
施
策
の
展
開
に
よ
っ
て
、
市
民

が
成
果
を
実
感
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
が
大
幅
に
順
位
を
上
げ
た
理

由
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

2 

子
育
て
支
援
の
充
実

　

2

番
目
に
多
く
選
択
さ
れ
た
の
は
、

「
子
育
て
支
援
の
充
実
」
で
、
保
育

料
の
軽
減
や
高
校
生
ま
で
の
マ
ル
福

な
ど
の
経
済
的
支
援
を
は
じ
め
、
一

時
預
か
り
な
ど
の
保
育
サ
ー
ビ
ス
充

実
が
子
育
て
世
代
を
中
心
に
高
い
満

足
度
が
得
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

出
産
や
小
児
科
医
な
ど
の
充
実
を
望

む
市
民
ニ
ー
ズ
の
増
加
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
子
育
て
支
援
と
医
療
体
制
の

充
実
の
両
面
を
確
保
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

3 

健
康
づ
く
り
の
推
進

　

3

番
目
に
多
く
選
択
さ
れ
た
の
は

「
健
康
づ
く
り
の
推
進
」
で
、
定
期
的

な
健
診
の
実
施
と
と
も
に
、
対
象
者

へ
の
呼
び
か
け
や
案
内
が
丁
寧
に
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
て
い

ま
す
。

4 

高
齢
者
福
祉
の
充
実

　

4

番
目
に
多
く
の
方
か
ら
選
択
さ

れ
た
の
は
「
高
齢
者
福
祉
の
充
実
」
で
、

介
護
予
防
施
設
の
整
備
が
充
実
し
て

い
る
こ
と
や
、
一
人
ひ
と
り
の
ニ
ー
ズ

に
合
っ
た
対
応
が
さ
れ
て
い
る
こ
と

な
ど
が
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

意
見
が
年
々
増
加
し
て
お
り
、
今
年

度
は
過
去
3

年
間
の
中
で
最
も
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。
店
舗
の
少
な
さ
や
、

人
通
り
が
少
な
く
活
気
が
感
じ
ら
れ

な
い
こ
と
な
ど
が
主
な
理
由
と
し
て

挙
が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
後
継
者

の
不
在
に
よ
り
、
店
舗
の
存
続
を
危

惧
す
る
声
も
あ
り
ま
し
た
。

❸ 

雇
用
の
安
定

　

３
番
目
に
多
く
選
択
さ
れ
た
の
は

「
雇
用
の
安
定
」
で
、
若
年
層
の
市
外
・

県
外
流
出
を
防
ぐ
た
め
に
、
若
者
の

働
く
場
の
確
保
や
賃
金
の
向
上
を
求

め
る
声
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
働
き
手
の
不
足
で
、
育

休
な
ど
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
応
じ
た

働
き
方
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
と
い

う
意
見
も
あ
り
、
高
水
準
で
推
移
し

て
い
る
有
効
求
人
倍
率
が
表
す
人
手

不
足
の
実
態
が
新
た
な
課
題
を
生
ん

で
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

❹ 

学
校
教
育
の
充
実

　

４
番
目
の
「
学
校
教
育
の
充
実
」

で
は
、
児
童
生
徒
の
将
来
の
夢
に
結

び
つ
く
よ
う
な
教
育
や
、
地
元
へ
の

Ｕ
タ
ー
ン
意
識
が
醸
成
さ
れ
る
よ
う

な
教
育
を
望
む
声
が
あ
り
ま
し
た
。

5 

鹿
角
ラ
イ
フ
の
促
進

　

5

番
目
は
「
鹿
角
ラ
イ
フ
の
促
進
」

で
、
移
住
促
進
の
取
り
組
み
が
報
道

な
ど
で
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

る
こ
と
や
、
充
実
し
た
移
住
支
援
策

に
よ
っ
て
、
着
実
に
移
住
実
績
を
上

げ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
目
に
見
え
る

形
で
成
果
に
表
れ
て
い
る
こ
と
が
評

価
さ
れ
て
い
ま
す
。

も
っ
と
力
を
入
れ
て
ほ
し
い

と
感
じ
る
施
策

❶ 

地
域
医
療
体
制
の
充
実

　

最
も
多
く
の
方
に
選
択
さ
れ
た

の
は
「
地
域
医
療
体
制
の
充
実
」
で
、

特
に
30

代
か
ら
40

代
の
女
性
層
で
産

科
医
の
確
保
と
小
児
科
医
の
充
足

を
望
む
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
施
策
は
、
子
育
て
支
援
施
策
に

も
大
き
く
影
響
し
て
お
り
、
市
民
に

と
っ
て
、
両
方
の
充
実
を
図
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

❷ 

商
店
街
の
活
性
化

　

2

番
目
に
多
く
選
択
さ
れ
た
の
は

「
商
店
街
の
活
性
化
」
で
、
こ
の
施

策
に
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
と
考
え
る

❺ 

地
域
産
業
の
活
性
化

　

公
共
交
通
の
確
保

　

５
番
目
は
「
地
域
産
業
の
活
性
化
」

で
、
例
年
同
様
に
企
業
誘
致
の
継
続

や
産
業
の
活
性
化
に
よ
る
雇
用
創
出

を
望
む
意
見
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
同
順
で
「
公
共
交
通
の

確
保
」
が
選
ば
れ
て
お
り
、
高
齢
化

に
伴
う
自
動
車
運
転
免
許
返
納
後
の

対
策
を
望
む
声
が
30

代
以
上
の
幅
広

い
世
代
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　　

今
回
、
効
果
が
得
ら
れ
て
い
る
も

の
の
中
で
は
、
観
光
の
振
興
な
ど
が

大
き
く
順
位
を
上
げ
て
お
り
、
ま
た
、

力
を
入
れ
て
ほ
し
い
施
策
に
も
変
動

が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
後
、
市
民

ニ
ー
ズ
を
よ
り
深
く
分
析
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
施
策
展
開
に
つ
い
て
、
戦
略

的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

問 

政
策
企
画
課 

総
合
戦
略
室

 　

☎
30
‐
０
２
０
１

日時 場所

毎月 8・18・28日
9時 30分～ 11時 30分

関善賑わい屋敷
（花輪）

毎月 2・12・22日
9時 30分～ 11時 30分

多世代交流スペー
スどまっこ
（毛馬内）

　「つらい。苦しい。悲しい。助けて。」もしあな

たが悩みを抱えていたら、

ぜひ相談してください。

　誰に相談してよいのか

わからないときは相談窓

口をご利用ください。相談

はすべて無料です。秘密は

守ります。

【こころの個別相談】※予約が必要☎ 30-0103

　臨床心理士が悩みを聴きます。ご本人はもちろ

ん、身近に悩みを抱えた人がいる方もご利用くだ

さい。

※日時・会場は、平日の 10 時～ 16 時の間で相

談者にあわせて調整します。（時間は 1 時間程度）

【テレフォン病院２４】

　24 時間 365 日、看護師などの医療スタッフ

にいつでも電話で相談ができます。

☎ 0120- 9
きゅうでもいつでもください

5 9 -7
な や み

83

【ウェブ相談】

ウェブページの「ファミリーケアネットワーク」

にアクセスし、「 9
きゅうでもいつでもください

5 9 7
な や み

83」を入力し、

ログインします。ページにあるメニューの下段左

「ウェブ相談窓口」にアクセスし、案内にしたがっ

てご利用ください。

【ふれあいサロン】

　ふれあいパートナー（傾聴ボランティア）とお

茶を飲みながら、ゆっくりと話ができます。

自殺予防街頭キャンペーンのお知らせ

　9 月 15 日日に行われるかづの元気フェスタ内

で、自殺予防街頭キャンペーンを行います。リー

フレットや関連グッズを配布し、つらいときの相

談窓口を紹介します。

問 健康ライフ課 介護予防班 ☎ 30-0103

携
帯電話などの小型家電（通称こでん）には、

レアメタルなどの有用な金属が含まれてお

り、貴重なリサイクル資源となります。環境に優

しい循環型社会の構築に向け、下記の日程により

こでん回収を行います。

　市役所や各市民センターなどに常時設置してい

る回収ボックス（15cm × 25cm）に入らない

サイズの家庭用電化製品も回収しますので、皆さ

んのご協力をお願いします。

▶日時　９月 23 日月 ８時～ 11 時

▶回収場所　記念スポーツセンター前

▶回収対象品目

・使用済小型家電（各家庭で使用したもの）

　（パソコン、パソコン周辺機器、携帯電話端末、

固定電話機、ファックス、据置型ゲーム機、充電

器や各種ケーブル類、ＤＶＤ／ＢＤレコーダ、デ

ジタルカメラ、デジタルオーディオプレーヤー、

カーナビなど）

※乾電池や充電池、電球などは取り外してくださ

い。取り外せない機器は放電してください。

▶回収対象外品目

・事業系廃棄物（事業所で使用していたパソコン

など）

・医療廃棄物

・パソコン用ディスプレイのうち、ブラウン管製

のもの

・指定不用品回収品目（電子レンジ、掃除機、扇

風機、除湿器、冷風扇、空気清浄機）

・通常の不燃ごみ収集で廃棄できるもの（電気こ

たつ、蛍光灯器具、電子楽器など）

・家電リサイクル法の対象品目（テレビ、エアコン、

冷蔵庫／冷凍庫、洗濯機）および衣類乾燥機

※回収対象外品目は、持参いただいても受け取る

ことができません。記載のない小型家電が回収対

象品目となるかなどの詳細については、下記にお

問い合せください。

問 市民共動課 環境生活班 ☎ 30-0224

9 月 10日火は世界自殺予防デーです

貴重なリサイクル資源を大切に

9 月10日火～16日月は自殺予防週間

こでん（使用済小型家電）の無料回収
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